
• SOMPOホールディングスの副社長を務めております辻です。                     
本日は、私どもの会社を知っていただく機会をいただき、ご来場の皆様には深く御礼     
申し上げます。また、主催者、関係者の皆様にも御礼申し上げます。 

• それでは早速資料に基づいて説明します。1ページをご覧ください。 



• まず、SOMPOホールディングスがどのような会社なのかお伝えします。 

• 当社は1887年（明治20年）に損害保険会社として創業し、130年の歴史があります。    
最近では、2014年9月に損保ジャパンと日本興亜損保が合併し、マーケットシェアは    
27％となっています。 

• 主力の自動車保険は、国内損害保険事業の半分を占めています。                    
国内損保が中心ですが、グループとしては、国内生命保険事業、海外保険事業のほか、   
介護事業にも参入しています。 

• 2016年5月に新しい中期経営計画を作りました。2017年度は2年目となります。               
昨年10月に決定した、エンデュランスという保険会社の買収による効果もあり、 
今年度（2017年度）はさらに利益が拡大する見込みです。 

• 後ほど説明しますが、修正連結利益の50％を株主のみなさまに還元する方針です。                
足元では利益拡大が順調で、今期含め6期連続の増益となっており、株主還元も 
4期連続の増配を見込んでいます。 

• 将来的には、グローバルトップ10の保険グループになることを目指しています。                     
今後も戦略的な資源配分により、さらなる企業価値の向上を目指していきます。 

• 3ページをご覧ください。 
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• 会社概要です。 

• 写真に写っているのがグループCEOの櫻田です。                                      
会社は西新宿にある高層ビルの一つです。昭和な話をしますと、新宿はかつて               
「太陽にほえろ」のロケ現場になったり、吉永小百合さんが京王プラザホテルで                
結婚式を挙げられたりということがありました。42階には美術館があり、ゴッホの                   
「ひまわり」を常設展示で公開しております。 

• 東証一部上場で証券コードは8630です。時価総額は1兆7,000億円ほどです。 

• 4ページをご覧ください。 
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• SOMPOホールディングスの歴史です。 

• 130年前に設立し、日本初の火災保険を発売したのが東京火災です。                   
また、日本初の傷害保険を発売したのが日本傷害です。 

• 保険業界は1996年に自由化され、生き残りをかけて第1回目の再編が起こりました。     
このときに安田火災と日産火災と大成火災が合併して損保ジャパンが、                      
日本火災と興亜火災が合併して日本興亜損保ができました。 

• それから、2010年前後に再編の第2幕が起き、損保業界はいま3つのグループによる     
寡占市場となっています。 

• 2010年4月に損保ジャパンと日本興亜損保が経営統合しましたが、この時点では、                  
持ち株会社を作ってその下に損保会社2社を位置づける形態の経営統合でした。 

• しかし、円高株安のほか、主力の自動車保険の収益悪化や自然災害の多発もあり、              
合併して合理化を図るため、2014年9月に損保ジャパン日本興亜が誕生しました。 

• SOMPOホールディングスが上場している持ち株会社で、事業会社として 
損保ジャパン日本興亜やひまわり生命保険といったグループ会社があります。 

• 5ページをご覧ください。 
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• 業績拡大の軌跡です。 

• 1960年代からのモータリゼーション、自動車の普及の進展とともに自動車保険が拡大し、 
経済成長に乗って保険料も拡大しました。 

• 1990年代の自由化や、2008年のリーマンショックなどの影響はあったものの、                 
経営統合や直近の海外展開によって保険料拡大が継続しています。 

• 2016年度の正味収入保険料が2兆5,500億円あり、そのうち約半分の1兆2,000億円が 
自動車保険料となっています。 

• 6ページをご覧ください。 

 

5 



• 事業ポートフォリオとしては、国内損保、国内生保、海外保険、介護・ヘルスケアの                
4つの事業があります。 

• 2017年度の修正連結利益（予想）は2,050億円です。                                  
日本会計基準（J-GAAP）では、大規模災害が起きたときに備えて異常危険準備金という
勘定の準備金を積み立てなければいけません。この分、利益が押し下げられますが、               
株主還元の原資である修正連結利益の計算上はこれらの準備金の積増額を 
控除しています。また、有価証券の売却損益等についても修正連結利益には 
含めないようにしています。 

• 現在は国内損保事業が中心で、安定的に1,000億円を超える利益が出ています。                   
その他の事業の利益は予想ベースでグラフのとおりです。 

• 7ページをご覧ください。 
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• 財務の健全性についてです。 

• それぞれの格付機関からA+以上の格付けを取得しており、財務健全性には 
問題がありません。 

• ソルベンシー・マージン比率は日本の規制基準で、200％超であることが求められますが、                
当社は709％と問題ない水準です。 

• 11ページをご覧ください。 
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• 次は、成長戦略についてご説明します。 

• 修正連結利益を2018年度に2,200～2,300億円まで拡大する計画です。                  
国内損保事業は着実に利益を上げていますが、それに加えて海外で大きく成長し、              
生保や介護事業についても利益の積み上げを図ります。 

• 2016年度決算は順調にスタートしており、修正連結利益は1,832億円となりました。     
2017年度からは、買収したエンデュランス社をSompo Internationalというブランドに変え、      
海外の先進国ビジネスを統括させる計画です。 

• グローバルトップ10水準である修正連結利益3,000億円、修正連結ROE10％については、
2020年度以降に達成したいと考えています。 

• 12ページをご覧ください。 



12 

• 次に、株主還元についてご説明します。 

• 配当と自己株式取得の合計で修正連結利益の50％を還元するという方針です。 

• 足元では2017年度予想も含め4期連続の増配となる見込みです。                        
2016年度分の株主還元としては、562億円の自己株式取得を5月に公表しており、                 
11月16日までに実行するという予定に変更はありません。 

• 配当と自己株式取得の割合については、株価水準を考慮しています。                          
時価総額と純資産の割合である株価純資産倍率、PBRという指標が1倍前後の場合は
自己株式取得が有効な手段だと考えています。 

• 株価が上昇して割安でなくなれば、当然配当利回り等を考慮して配当を増やしていくべき
だと考えています。 

• 13ページをご覧ください。 
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• これからの成長ストーリーです。 

• 2016年度の修正連結利益は1,832億円で、国内損保事業はそのうちの74％、                
国内生保事業は16％、介護・ヘルスケア事業は0％、海外保険事業11％です。 

• 国内損保事業の割合を2016年度の74％から落とし、海外保険事業を大きく増やし、           
国内生保事業、介護・ヘルスケア事業も増やしていくというのが、次の中期経営計画の 
事業ごとの利益のイメージです。 

• 日本は高齢化が進んでいて、65歳以上の割合は先進国では一番高くなっています。    
労働力人口も、10年後に1,000万人減るのではないかといった統計資料もあります。     
このような外部環境の変化を踏まえ、国内損保事業への依存度を低めていくべきだろうと      
考えています。 

• 15ページをご覧ください。 
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• ここからは主要事業の強みについて説明します。 

• 国内損保事業については、日本国内マーケット約8兆円の中で、当社が27％、                 
東京海上日動が25.9％、三井住友海上が18.3％、あいおいニッセイ同和が14.5％という   
マーケットシェアになっています。 

• 損保ジャパン日本興亜の主力は自動車保険で、保険料の約半分を占めています。 

• 16ページをご覧ください。 
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• 自動車保険の収益性の改善についてです。 

• コンバインド・レシオは損害率と事業費率を足したもので、これが100％以上だと赤字、   
100％を下回っている部分が利益になります。 

• 2007年度から2012年度までの6年間はコンバインド・レシオが100％以上と、                   
厳しい状態が続いていましたが、商品・料率改定や、交通事故件数の減少などにより    
改善が継続しています。 

• 2018年1月には各社が自動車保険の保険料の引き下げを予定していますが、              
今後もコンバインド・レシオは95％以下にコントロールしていく方針です。 

• 17ページをご覧ください。 
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• 保険会社として万が一の際に保険金をお支払するというのは当然ですが、                       
安心・安全をお届けするサービスも提供しております。 

• 自動車保険では、休日相談窓口を拡充していますし、ドライブレコーダーなどデジタル技術
を活用してお客さまの安全運転を支援するサービスも提供しています。 

• 火災保険では、昨年は熊本地震がありましたが、対策本部を設置して迅速な保険金の  
支払いに努めています。また、災害調査が難しいところはドローンを使って確認をして、                
すぐに保険金を払うという取り組みもしています。 

• 18ページをご覧ください。 



• 通販型（ダイレクト）の自動車保険については、当社ではセゾン自動車火災が               
「おとなの自動車保険」というブランドでプロモーションを実行しています。 

• 40代、50代の保険料に競争力を持たせており、提携しているALSOKが駆けつける            
サービスなども付帯しています。 

• 19ページをご覧ください。 
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• 当社子会社の損保ジャパン日本興亜ひまわり生命は医療保険を得意としており、              
「健康のお守り」シリーズを販売しています。 

• この4月には、要介護状態になったときに一時金をお支払いする特約を発売しました。   
要介護1から保険金が出るという商品です。 

• 20ページをご覧ください。 
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• お客さまの健康を応援する取組みは、リンククロスという健康サービスブランドで展開 
しています。 

• リンククロス・コインズは、毎月500円で加入できる、先進医療と臓器移植に特化した        
インターネット専用の保険商品です。                                   
また、フィットビット社と提携して、ウェアラブル端末を活用し、よく運動したり食事に                 
気を使ったりといった健康を増進する取り組みした方には、保険料を安くすることが                 
できるような商品を開発しようとしています。 

• 生命保険のお客さまと生命保険会社は接点が少ないため、リンククロスアルク、                   
リンククロスレコ、リンククロスシルというスマートフォンアプリにより、                               
常にお客さまとつながっていくというサービスを展開しています。 

• 21ページをご覧ください。 



• 次は、介護・ヘルスケア事業の強みです。 

• 2015年に、SOMPOケアネクスト（旧ワタミの介護）とSOMPOケアメッセージ（旧メッセージ）を
買収し、売上高では当社が業界で2番目となっています。 

• 介護市場は2014年度は8兆6,000億円ですが、10年経つと2倍以上になるという予測も  
出ており、将来の高齢化を見据えて参入した事業です。 

• 22ページをご覧ください。 
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• 介護事業では、従業員教育や、ICT技術の導入により、介護サービス品質の向上に             
取り組んでいます。 

• また、現在は事業は施設型中心ですが、在宅でも施設型の老人ホームと同等の                 
サービスができないかと、大都市圏で試行実験をしています。 

• 23ページをご覧ください。 



23 

• 次は、海外保険事業の強みです。 

• 2010年度は海外保険事業の収入保険料は643億円でしたが、戦略的M&Aの実行により 
2017年度にはSompo International（エンデュランス）も含めて6,719億円程度まで                
拡大する見込みです。 

• 規模は10倍超となりますが、ガバナンスをしっかりし、現地と連携を密とした経営管理を   
することを念頭に置いています。 

• 現在展開しているのは32カ国、228都市です。 

• 24ページをご覧ください。 
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• スペシャルティ保険グループ・エンデュランスの買収についてです。 

• スペシャルティ保険は企業向けの賠償責任保険といったカテゴリーのもので、               
個人向けの自動車保険や火災保険とは異なります。 

• 今年の3月に6,831億円で買収手続が終わり、今期から利益に貢献します。                     
海外保険事業全体の利益は前期（2016年度）が199億円でしたが、                        
2017年度はSompo International（エンデュランス）が393億円貢献しますので、                     
それを含めて584億円の規模となる見込みです。 

• 27ページをご覧ください。 
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• 運用資産額は、グループで約10兆4,000億円あります。                                   
損保ジャパン日本興亜が7兆円、ひまわり生命が3兆円弱ですから、                         
この2社が運用資産のほとんどを占めています。 

• 政策株式を1兆6,000億円保有していますが、資本効率を高めるため、                          
これを毎年1,000億円程度ずつ削減していきます。                                      
時価が1兆6,000億円で、簿価が5,000億円ほどですから、含み益が1兆1,000億円ほど              
あるという状態です。 

• 28ページをご覧ください。 
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• 当社の内部管理では、財務の健全性については欧州のソルベンシーⅡの基準に             
準拠しております。                                                    
これは冒頭出てきた日本の規制上のソルベンシー・マージン比率とは異なりますが、               
こちらもまったく問題ない状態です。 

• 29ページをご覧ください。 



• 現在はESG経営の重要性が増していますが、当社では、CSR室という組織を中心に、              
力を入れて取り組んでいます。 

• 30ページをご覧ください。 
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• 性別、国籍にとらわれない人材の活躍推進のために、現在12.3％である女性の                   
管理職比率について、2020年度までに30％以上に引き上げるという目標を設定して            
取り組んでいます。 

• 31ページをご覧ください。 
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• 以上で本日のご説明は終わりです。 

• ホームページでさまざまな情報を開示しておりますので、よろしければホームページも               
ご参照いただければと思います。 

• ご清聴いただき、ありがとうございました。 
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